
律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
東
国

（関
口
）

律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
東
国

八
世
紀
の
律
令
国
家
は
、
そ
の
政
治
的
要
請
の
な
か
で
、
東
山
道

北
部

（東
北
）
地
方
な
い
し
西
海
道
南
部
地
域
を

「
化
外
」
と
認
識

し
、
そ
の
懐
柔
と
侵
略
と
に
努
め
た
と
、　
一
般
に
考
え
ら
れ
て
」
犯
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
基
底
部
分
で
支
え
て
い
た
の
は
、
地
域
的

・
歴
史

的
に
、

「
化
内
」
の
な
か
で
も
各
々
に
隣
接
す
る
東
国
地
域
な
い
し

西
海
道
北
部
地
域
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
起
源
は
、
直
接
に
は
七
世

紀
中
葉
に
ま
で
遡
及
す
る
よ
う
だ
が
、
あ
る
意
味
で
断
片
的
と
さ
え

い
え
る
考
古
学
的
成
果
で
さ
え
、
こ
の

「
認
識
」
が
律
令
国
家
自
身

の
架
空
の
所
産
で
あ
る
可
能
性
の
強
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
祈
宇

先
に
、
八
世
紀
前
半
を
中
心
と
す
る
時
期
の
、
日
本
古
代
の

「
移

動
」
と

「
定
住
」
と
に
関
す
る
素
描
を
試
み
た
が
、
今
回
は
前
者
の

例
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の

「
移
動
」
の
対
象
者
た
ち
は
、

前
提
を
考
え
て
み
た
い
と
考
）え
る
。

一
、
陸
奥

・
出
羽
両
国
の

『
和
名
抄
』
に
見
え
る
東
国
地

域
の
郡

・
郷
名

既
に
多
く
の
論
考
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
は
あ

る
が
、
律
令
国
家
の
東
北
政
策
で
あ
る
国
家
に
よ
る
強
制
的
移
住
は
、

特
に
初
期
に
は
郡

・
郷

（
里
）
を
単
位
と
す
る
集
団
の
移
住
を
基
本

と
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
端
的
に
は
東
北

・
東
国
の
双
方
に
共
通

す
る
地
名
に
示
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、

郡

・
郷

（
里
）
が
地
域
名
旅
Ｌ
し
て
ど
の
程
度
確
立
し
て
い
た
の
か

に
も
よ
る
が
、
少
な
く
と
も
ャ元
の
居
住
単
位
が
消
滅
し
て
し
ま
う
よ

う
な
規
模
と
形
式
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と

第

一
表
　
一果
北
地
域
と
の
地
名
を
通
し
て
見
た
関
係

郡

陸
奥
国
の
郷
名
に
見
え
る
東
国
地
域
の
郡

・
郷
名

関

口

功

一
方
通
行
で
は
な
く
て
、
東
北

・
東
国
両
地
域
の
相
互
間
に
あ

っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
東
北
地
域

へ
の
流
入
の
場
合
に
比
べ

る
と
、
東
国
地
域
か
ら
の
移
住
の
前
後
の
事
情
に
つ
い
て
は
、

「
停

（４
）

囚
」
の
反
乱
な
ど
の
よ
う
な
特
殊
な
事
例
を
除
け
ば
、
あ
ま
り
細
か

な
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
石
宇

特
に
、
律
令
国
家
に
よ
っ
て
人
的

・
物
的
に
多
大
な
負
担
を
強
い

ら
れ
た
は
ず
の
東
国
地
域
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
経
済
的
疲
弊

・

治
安
の
混
乱
な
ど
に
見
舞
わ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
理
解
が
通
用
し
て

い
布
学
そ
れ
は
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
地
域

全
般
に
わ
た

っ
て
平
均
的
に
発
生
し
て
き
た
事
態
で
は
な
く
て
、
各

地
域
で
か
な
り
の
差
果
を
伴

っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
現
象
で
あ

っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
要
素
に
も

っ
と
注
意
が
払
わ
れ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
東
北

・
東
国
両
地
域
間
の
事
例
を
、
よ
り
具
体
的
に

追
跡
し
、
特
に
東
国
地
域
の
そ
の
後
の
歴
史
的
展
開
の
、
ひ
と
つ
の

に
な
る
だ
ろ
う
。

『
和
名
類
乗
抄
』
（以
下

『
和
名
抄
』
と
略
す
）
郷
名
に
つ
い
て
は
、

近
年
出
土
文
字
資
料
な
ど
に
よ

っ
て
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

が
、
早
く
消
滅
し
て
し
ま

っ
た
も
の

（
郷
里
制
の
廃
止
な
ど
の
制
度

の
改
編
の
段
階
で
、
実
態
は
別
と
し
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
な

ど
は
少
な
く
な
い
）
を
網
羅
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
成
立
に
先
立
つ
九

世
紀
後
半
頃
の
実
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
断
言
し
て
差
し
支
え
な

い
だ
ろ
う
。

従

っ
て
、
直
接
八
世
紀
代
の
地
名
と
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と
に

た
め
ら
い
も
感
じ
る
が
、
ま
と
ま
り
の
点
で
こ
れ
を
凌
篤
す
る
も
の

が
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
せ
ず
、
先
ず
こ
れ
を
主
た
る
検
討
の
素
材
と

し
た
い
。
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
に
、
可
能
性
を
含
む
も
の
程
度
の

も
の
も
除
外
せ
ず
に
整
理
し
て
み
た
の
が
第

一
表
で
あ
る
。

は

じ

め

に

名
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③

（
常
陸

・
飛

騨
）
、

大
村

（
常

陸

・
信
濃

）
、

丹
波

（常

陸
）
、
松

田

（
相

模
）
、

入
野

（
常
陸

）
、

小

野

（
尾

振

・
遠

江

・
武
蔵

・
下
総

・
常
陸

，
上
野
）
、

藤

田

（
武
蔵
）
、

小

田

（
上
総
）
、

屋
代

長
田
（伊
賀

，
伊
勢

・
遠
江

・
上
野
）、

（信
濃
）、
高
野

（常
陸

・
越
中
）

白
河

（
セ
）
Ｏ

磐
瀬

（
セ
）
〇

会
津

（
セ
）
○

安
積

（
セ
）
○

⑥
、
山
田

（伊
勢

・
尾
張

・
三
河

・
遠
江

・
武
蔵

・
上
総

・
常
陸

・
飛
騨

・
上
野
・
下
野
）

倉

精

（
上
総
）
、

大
島

（
相
模

・
下
総

・
近

江

，
信
濃

）
、

大
江

（
遠
江
）

入
野

（
白

河
郡
）
、

芳
賀

（
常
陸

，
上
野

・
下

野

・
出

羽
）
、

小
野

（
白
河

郡
）
、

丸

子

（
参

照
）
、

小
川

（
伊
勢

・
武
蔵

・
下
総

）

史
苑

（
第
五
〇
巻
第

二
号
》

一
一
一．■
一一■
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■
ギ
一
■
■
■
■
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一
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律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
東
目

（関
日
）

（安
達
）

信
夫

（
セ
）
○

（刈
田
）

亘
理

（宇
多
郡
》

坂
田

（近
江
）
、
三
日

（伊
賀

・
武
蔵

・
美
濃
）

高
橋

（
三
河

・
遠
江

・
下
総

・
上
野
）
、
新
羅

柴
田

（名
取
）

菊
多

（
キ
）
○

磐
城

（
キ
）
○

標
葉

（
キ
）
○

行
方

（
キ
）

宇
多

（
キ
）
○

伊
具
　
　
　
○

亘
理

（
キ
）
○

宮
城

黒
川

賀
美

色
麻

（菅
自
日
）
※

井
上

（甲
斐

・
常
陸

・
出
羽
）
、
磐
城

（磐
城
郡
）

酒
井

（安
房

・
越
前
）、
川
辺

（駿
河

・
常
陸

・
美
濃
》
、

騨

・
上
野

・
下
野

・
越
前
）

大
野

（三
河

・
駿
河

・
甲
斐

・
上
給

・
常
陸

・
美
濃

・
飛

◎
、
飯
野

（
伊
勢
）
、
小
高

（常
陸
）
、
玉
造

（酸
河
）

磐
瀬

（鄭
「川
削

・
宮
城
郡

・
賀
美
郡
）

◎

（常
陸
）
、
多
珂

（常
陸
）

中
村

（伊
賀

・
尾
張

，
相
模

。
武
蔵

・
下
給

・
常
陸

・
信
濃
）

静
戸

（信
夫
郡
）

坂
本

（遠
江
，
上
総

・
美
濃

・
上
野
）
、
望
多

（上
総
）

磐
瀬

（磐
瀬
郡
・
標
葉
郡
）、
丸
子

（安
積
郡
）、
大
村

（白
河
郡
）、
自
川

（白
河
郡
）、
多
賀

（行
方
郡
）

新
国

（武
蔵

・
安
房

・
上
総

・
上
野

・
下
野
）
、
自
川

（白
河
郡

，
宮
城
郡
）

◎

（伊
勢

・
遠
江

・
甲
斐

・
武
蔵

・
常
陸

・
越
前
）、
磐
瀬

（磐
瀬
郡

，
標
葉
郡
）

相
模

（甲
斐
）
、
安
蘇

（信
濃

・
下
野

・
出
羽
）
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◎

（
掛
現
潮
）
、
信
大

（
常
陸

・
酸
河

・
剖
対
剤
）

◎

（常
陸

・
綾
河
）

◎

（近
江

・
越
中

・
出
羽
》

仲
村

（引
対
剤

・
劉
対
剤

・
刻
副
剤
）
、
含
津

（倒
潮
剤
）

山
田

（刻
紹
り
、
仲
村

翁
剰
剤

・
剰
困
剃
卦
鮒
副
》

信
濃
、
甲
斐

白
河

（自
コ
郡
・
宮
城
郡

・
黒
川
郡
）
、
下
野
、
上
総

③

（武
蔵

・
安
房

・
上
総

・
上
野

・
下
野

・
黒
川
郡
》
、
仲
村

（手
大
郡

・
栗
原
郡

・
磐
井
郡
）

賀
美

（賀
美
郡
）

清
水

（常
陛

・
近
江

・
信
漠
）

磐
城

（岩
「鍋
制
二
十劉
矧
棚
）

行
方

（行
方
郡
》

大
鳴

（倉
津
郡
）

賀
美

（小
日
郡
）

○
巻
第
二
号
）



律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
東
国

（関
口
）

墜

‐‐―

注

一
、
郡

・
郊
名
は
基
本
的
に

『
和
名
抄
』
の
配
列
に
よ
る
。
そ
の
う
ち
、
※
は

『
和
名
抄
』
に
な
い
も
の
、

（郡
名
）
は
地
域
再
編
成
の
形
跡
の
認
め
ら
れ

る
も
の
、
〇
は

「
国
造
本
紀
」
の
国
造
名
と

一
致
す
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
、
９
じ

は
旧
石
背
国
、
（
キ
）
は
旧
石
城
国
。

こ
二
、
郷
名
の
う
ち
、
◎
は
郡
名
自
体
に
共
通
す
る
も
の
の
あ
る
も
の
、
そ
れ
以
外
の
基
本
的
な
表
記
は
郷
名

（東
国
地
域
の
国
名

・
東
北
地
域
の
郡
名
郡
）
。

ま
た
、

（地
名
）
は
国
内
に
同
名
の
地
名
が
存
在
す
る
場
合
。
数
回
に
互
っ
て
出
て
来
る
場
合
、
派
生
的
な
も
の
は
省
略
し
て
い
る
。

以
下
同
じ
。

出
羽
国
の
郷
名
に
見
え
る
東
国
地
域
の
郡

・
郷
名

山
方

（美
濃

・
下
総
）
、
芳
賀

（常
陸

・
上
野

・
下
野
）
、
八
木

（近
江

・
上
野
）
、
山
違

（上
総
）

大
山

廣
瀬

（武
蔵

・
常
陸

３

（武
蔵

・
近
江
）
、 美
濃

・
越
前

・
越
中
）
、
長
岡

（近
江
）
、
大
倉

（相
模

・
下
総
）
、
梁
国

（下
野
）

屋
代

（信
濃

・
白
河
郡
）
、
宮
城

（宮
城
郡
》

最
上

村
山

置
賜

雄
勝

平
鹿

山
本

飽
海

河
違

大
津

大
井

新
家

大
雀

1 覆

| | | | | | | |

（酸
河

・
常
陸
）
、
中
村

（伊
賀

・
尾
張

・
相
模

・
武
蔵

・
下
総

・
常
陸

・
信
漠
）

（駿
河
・
甲
斐

・
武
蔵

・
安
房
・
下
総

・
常
陸

・
近
江
・
美
濃

・
信
濃

・
下
野
，
陸
奥
）、
邑
知

（能
登
）

大
原

（近
江

・
飛
騨
》
、
屋
代

（置
賜
郡
）

（遠
江

・
駿
河

・
常
陸

・
美
濃

・
出
羽
郡
）
、
中
山

（越
前
）
、
邑
知

（
平
鹿
郡
）

大
泉

（河
違
郡
）

（下
野
し
、
河
遠

（河
邊
郡
）
、
井
上

（甲
斐

・
常
陸
）
、
大
国

（遠
江

・
下
給

・
常
陸

・
美
濃

・
信
濃

・
上
野
）
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整
理
の
基
準
と
し
た

『
和
名
一抄
』
の
郡
名
の
配
列
順
序
は
、
多
少

の
例
外
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
次
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に
分
別
出

来
る
。

ａ
　
陸
奥
国

①
現
在
で
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
中
通
り
」
を
北
上

（
旧
石
背
国
地

域
）
。

②
同
じ
く

「
浜
通
り
」
を
北
上

（
旧
石
城
国
地
域
）
。

③
同
じ
く

「
陸
前
」
地
域
を
北
上

④
同
じ
く

「
陸
中
」
地
域
と
そ
の
他

ｂ
　
出
羽
国

⑤
同
じ
く

「
羽
前
」
地
域
内
陸
部
を
南
下

⑥
同
じ
く

「
羽
後
」
地
域
内
陸
部
を
北
上

⑦
同
じ
く

「
羽
前
」
地
域
海
浜
部
を
北
上

こ
れ
ら
の
う
ち
、
郡

・
郷
名
な
ど
の
分
布
状
況
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

①
と
②

（
Ａ
グ
ル
ー
プ
）
、　
⑤
と
⑤

・
⑥

・
⑦

（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）

に

類
似
点
が
あ
る
。
④
は

『
和
名
抄
』
段
階
で
も
特
異
な
要
素
が
あ
る

（
Ｃ
グ
ル
ー
プ
）
。

頻
度
は
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、　
一
口
に
東
北

地
域
と
言

っ
て
も
、
陸
奥
国
と
出
羽
国
と
で
は
、
国
自
体
の
規
模
の

違
い
を
反
映
し
て
、
陸
奥
国
の
頻
度
が
高
い
。
ま
た
、
陸
奥
国
内
部

で
も
、
そ
の
中
心
は
旧
石
城
・
石
背
両
国
地
域
に
あ
り
、
そ
れ
以
北

に
な
る
と
、
宮
城
郡
の
よ
う
な
比
較
的
南
部
に
位
置
す
る
郡
を
除
け

史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
）

ば
、
全
国
的
な
地
名
の
類
似
性
と
比
較
し
て
著
し
く
高
い
頻
度
と
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
頻
度
の
高
い
小
地

域
で
は
郡
な
い
し
郷
と
い
っ
た
微
細
な
地
名
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な

い
残
存
な
の
に
対
し
、
頻
度
の
低
い
小
地
域
で
は
郡
な
い
し
国
と
い

っ
た
や
や
規
模
の
大
き
な
地
域
名
称
が
残
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
主
体
は
、
東
国
地
域
の
地
名
が
直
接
来
て
い
る
と
見
る
よ

り
も
、　
一
旦
陸
奥
国
南
部
諸
地
域
を
経
由
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き

事
例
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。

各
グ
ル
ー
プ
毎
に
整
理
し
直
し
て
み
る
と
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
東

国
地
域
の
郡

・
郷
名
の
頻
度
が
比
較
的
高
い
。
所
属
郷
数
に
よ
る
よ

う
な
郡
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
旧
石
背
国
地
域
の
白
河

・
磐
瀬
二
郡

や
、
旧
石
城
国
地
域
の
菊
多

・
磐
城
二
郡
の
よ
う
に
、
郡
名
自
体
が

一
致
し
、
ま
た
は
郷
名
の
一
致
も
比
較
的
多
い
中
核
郡
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
四
郡
は
常
陸

・
下
野
両
国
境
に
近
い
南
端
に
位
置
す
る
。
そ

の
ほ
か
、
柴
田
郡
に
は

「
新
羅
」
郷
が
あ
り
、
渡
来
人
の
移
住
を
直

接
的
に
跡
付
け
て
い
る
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
東
国
地
域
の
郡

・
郷
名

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
中
核
的
と
み
な
さ
れ
る
各
郡

の
地
名
が
含
ま
れ
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
頻

度
は
総
じ
て
Ａ
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
低
い
。
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
、
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
う
ち
①
の
中
核
的
郡
名
を
含
む
ほ
か
、
東
国
地
域
の
国
名
を

直
接
郷
名
に
採
用
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

■
一一≡
ｔ
ｔ
，■
■
≡
≡
≡
≡
≡
≡
“一ｉ
一■
＝
■
≡一■
増
「ギ
母
督
増
一≡
■
革
皆
督
彗
岳
埠
竜



律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
東
目

（関
口
）

以
上
の
整
理
に
よ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
移
住
の
順
序
に
つ
い
て

Ｉ
　
東
国
諸
地
域
一

Ⅱ
　
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
各
地
域
′／
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
出
羽
国
の
各

郡

一

亜
　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
陸
一奥
国
の
各
郡

一

Ⅳ
　
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
各
郡

の
よ
う
な
段
階
差
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

郷
名

へ
の
国
名
の
採
用
を
重
視
す
れ
ば
、
Ｉ
９
Ⅳ
の
よ
う
な
移
動
距

離
の
長
い
場
合
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
跡
付
け
る
の
は

・
色
麻
郡
相
模
郷

・
江
刺
郡
信
濃
郷

・
甲
斐
郷

・
膝
沢
郡
下
野
郷

・
上
総
郷

の
よ
う
な
各
郡
の
諸
郷
が
認
識
出
来
る
。
但
し
、
そ
の
前
後
関
係
は

な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
現
実
に
は
こ
れ
と
同
様
の
も
の
が
他
に

幾
つ
か
あ

っ
た
告
だ
が
、　
雰
和
名
抄
』
郷
名
段
階
で
は
既
に
消
滅
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

次
に
移
住
の
規
模

（
＝
単
位
）
に
つ
い
て
、

・
郷
単
位
…
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る

・
郡
単
位
…
Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る

，
国
単
位
…
ｃ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る

の
よ
う
に
整
理
出
来
る
。
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
、
先
に
述
べ
た
二
郡
の
五

郷
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
郷
の
所
属
す
る
各
郡
は
、
い
ず
れ
も
郷
数
の

少
な
い

（郡
の
広
狭
に
は
必
ず
し
も
対
応
し
な
い
だ
ろ
う
）
場
合
が

多
い
の
で
、
あ
る
い
は
郡
内
で
の
東
国
地
域
か
ら
の
移
住
者
の
相
対

的
位
置
は
、
か
な
り
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。

天
平
期
を
抜
ん
だ
前
後
の
時
期
で
、
移
配
に
従
事
し
た
階
層
が
変

質
し
て
い
る
事
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
神
護
景
雲
二
年
以
降

は

「
陸
奥
及
他
国
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
分
類
は
、
そ
の
よ
う
な
段
階
差
に
起

因
し
て
い
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

更
に
注
意
さ
れ
る
事
は
、
流
動
性
の
高
い
地
名
を
元
に
す
る
整
理

で
あ
る
た
め
に
、
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
東
国
地
域
の
人

人
の
東
北
地
域
へ
の
移
住
は
、
各
小
地
域
に
三

っ
て
平
均
的
に
行
わ

れ
た
訳
で
は
な
く
、　
一
時
石
城

・
石
背
両
国
と
し
て
建
置
さ
れ
た
、

ふ
た
つ
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
石
城

・

石
背
両
国
の
設
置
は
、
単
に
全
国
的
な
地
域
編
成
の
時
期
に
、
た
ま

た
ま
計
画
さ
れ
た
地
域
区
分
の
改
編
で
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、
陸
奥

国
の
本
格
的
な
編
成
の
準
備
段
階
と
し
て
周
到
に
容
易
さ
れ
た
政
策

の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
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下総国

第二表 東 国地域に見る東北地域の地名

I十日石城国   Ⅱ 旧石背国   亜 陸奥国   Ⅳ 出羽国

I伊賀郡長田郷〃//Ⅱ〃〃名張郡中村郷/111/阿拝郡三田郷//////〃〃

/〃//////Ⅳ〃/名張郡中村郷〃〃/阿拝郡新家郷〃

I飯野部長田郷/度会郡山田郷//壱志郡小川郷/正 飯野郡〃〃 Ⅱ〃〃〃

/河曲郡賀美郊////〃〃〃〃/Ⅳ 〃〃〃〃〃

1////11/////111/////////////////////h′ //////////

I丹羽郡小野郷/山田郡山田郷〃/Ⅱ 〃//愛智郡中村郷/111〃〃〃〃〃/

/〃〃〃/1V〃/愛智郡中村郷〃〃〃/

1/賀茂郡山田郷〃/工 額田郡大野郷〃〃/1El〃加茂郡高橋郷〃〃〃〃/

///////// rv/////資包浮5濯悟/////

I長 口郡・長上郡長田郷・磐田郡小野郷/周智郡山田郷/榛原郡大江郷〃

正/〃〃浜名郡坂本郷

III〃城飼郡高橋郷〃〃〃城飼郡賀美郷〃//〃〃//〃 Ⅳ〃〃〃〃/長下郡

大国郷。周智郡大田郷/

I〃〃 正安倍郡川辺郷・志太郡大野郷/駿河郡玉造郷〃〃 III〃〃〃〃〃/

志太郡〃〃〃〃/1V〃 /志太郡大津郷/富士郡大井郷///安倍郡サli辺郷〃/

T////11/////w///////////////////W//////////

1/〃/工 山梨郡大野郷〃/〃 III〃/山梨郡井上な8/〃/都留郡賀美烈8/都留

郡相模郊〃〃〃/甲斐(国)/〃〃IV〃〃巨麻郡大井郷〃〃山梨郡井上郷〃

I足上郡松田郷//鎌倉郡大島郷〃 正〃〃余綾郡中村郷/1El〃〃〃//相模

(国)/〃/〃//〃〃 Ⅳ/鎌倉郡大倉郊〃余綾郡中村郷〃〃〃/

1多摩郡小野郷。榛沢郡藤田郷/入間郡山田郷〃多摩郡小川郷/工 〃〃男

袋郡中村郷。賀美郡中村郷・秩父郡中村郷/1E/荏 原郡三日郷〃〃/多摩郡

新田郷・賀美郡新回郷/賀美郡〃〃〃〃〃〃/Ⅳ /男袋郡大山郷/入間郡広

瀬郷/男象郡中村郷・賀美郡中村郷・秩父郡中村郷/久良郡大井郷・児玉郡

大井郷〃〃〃

1/〃/11長 狭郡酒井郷〃〃/111〃〃〃朝夷郡新田郷〃〃〃〃〃〃〃

Ⅳ〃〃安房郡大井郷〃〃//

I埴生郡小田郷〃市原郡出国郷・海上郡山田舛H。埴生郡山田源[/海上郡倉

精郷〃 Ⅱ海上郡大野郷〃/〃埴生郡坂本郊・望多郡 III〃〃〃畔蒜郡新田

郷〃/〃//〃上総(国)/〃〃 Ⅳ山辺郡〃〃/〃///

I海上郡小野郷〃葛飾郡大島郊/香取郡小川郷/H//〃 匝愛郡中村郷/
111結成郡高橋郷〃〃〃〃〃〃〃〃〃 「vI埴生郡出方郷/海上郡大倉郷//匝

伊賀国

伊勢国

志摩国

尾張国

参河国

遠江国

駿河国

伊百日

甲斐国

相模国

武蔵国

安房国

上総国
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二
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）
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佐渡国 I雑大君阿 野ヽ郷〃//H賀 茂郡大野邦//〃/111//〃〃〃〃〃〃/〃〃/

hア//////////

瑳郡中村郊/相馬郡大井郷〃〃/珂屋郡大田郷/

1茨城郡白河郷。真壁郡大村郷・河内部大村郷。新治郡丹波郷,那賀郡入野

郊 '多珂郡高野郷/久慈郡山田郷〃那賀郡芳賀打/工 那賀郡川辺郷 ・信太

郡大野郊//行方郡小高郷/行方郡行方郊。多珂部多珂郷/麗島郡中村郷/

111〃行方郡井上郷/////多珂郡賀美郷〃/信太郡信太郊〃〃//〃〃筑渡郡

清水郷 Ⅳ那賀郡芳賀郷/河内郡大山郷//鹿島郡中村郷/那賀郡大井郷///

那賀郡川辺郷〃行方郡井上舛8・久慈郡大田郷/

I〃請生郡大島郷〃 王/////璽 /坂田部。山県郡三日郷〃//〃//〃/坂田

郡長岡郷//〃/ノ//神崎郡清水郷 「vr愛智部八木郷/坂田部長岡郷/高島郡

広瀬郊〃浅井郡大井郷/野州郡山本郷/坂口郡大原郷〃〃

1////工 厚美郡川辺郷。賀茂郡川辺郷//〃/恵那郡坂本郷 III〃〃〃〃〃

/〃//〃〃/Ⅳ 山方郡/武芸郡大山郷///可児郡大井郷/不破郡山本郷〃厚

美郡川辺郷〃安八郡大田郷・大野郡大田郊/

I大野郡白河郷/荒城郡山田郷///工 大野郡大野郷〃///111〃//〃〃〃/

//〃〃〃/1V〃 〃大野郡大原郷〃〃〃

I佐久郡大村郷・埴科郡尾代郷〃水内郡大島郷〃 Ⅱ//〃伊那郡中村郷/

亜小県郡安蘇郷〃〃/信濃 (国)〃//〃更級郡清水郷 Ⅳ〃埴科郡屋代郷/

伊那郡中村郷/筑摩郡大井郷/(屋代)/〃/水内郡大田郷/

I言妻郡長田郷・緑野郡小野郷・群馬郡小野郷/山田郡山田郷〃勢多郡芳

資郷/王 山田郡大野郷//〃/碓氷郡坂本郊 亜〃片岡郡高橋郷〃〃新田郡

新国郷〃〃/〃〃〃〃/Ⅳ 勢多郡芳賀郷・群馬郡八木郷〃//〃〃/吾妻郡

大田郷/

1/那須郡山田郷〃芳賀郡芳賀郷/ Ⅱ那須郡大野郷〃///111〃〃〃芳資

郡新田郷〃安蘇郡安蘇郷/〃〃〃下野(国)/〃〃 IV芳賀郡芳賀郷/梁田郡

/〃那須郡大井郷〃/足利郡大窪郷〃/

1//// 11///// 111/////////////////////hア//////////

1/〃/Ⅱ 大野郡〃〃/111〃〃〃/大野郡賀美郷//〃〃////〃/Ⅳ /大野

郡大山郷〃〃今立郡中山郷〃/〃

1/〃/工 加賀郡大野郷〃〃/1El〃〃〃〃〃〃〃〃〃ノ/Ⅳ 〃//〃〃〃

1/〃/11〃〃/111〃〃〃〃〃〃〃〃〃/Ⅳ //〃羽昨郡邑知郷///(邑知)

///

1砺渡郡高野郷〃〃 工砺波郡大野郷〃〃/111〃〃〃〃/////砺渡郡長岡

郷〃〃〃/1V/婦負郡大山郷〃〃/『/〃

史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
）

※I石城国。工石背国・亜陸奥国・Ⅳ出羽国の地名の配列は, 郡単位を中心にし,

次のように表記している。

I白河郡/磐瀬郡/会津郡/安積郡/信夫郡

工菊多郡/磐域郡/標葉郡/行方郡/宇多郡/亘理郡

皿安達郡/刈田郡/柴田郡/名取郡/伊具郡/宮城郡/黒川郡/賀美郡/色麻郡/富

国郡/玉造郡/志太郡/長岡郡/栗原郡/磐井郡/江刺郡/胆沢郡/新田郡/讃馬

君ほ/巧ヽ日郡/遠日君呂

Ⅳ最上郡/村出翻!/直賜利S/雄勝剖う/半鹿利5/凹不再b/肥栂 いヽ/ブ1辺利ソ出川利7出

羽郡/秋田郡

なお,IIlの登米郡以下斯波郡までには独自の東目地域の地名は認められないの

で省略。東北地域内部の重出についても基本的に省略。

ら
の
関
係
を
、
今
度

は
東
国
地
域
中
心
に

整
理
し
て
み
れ
ば
第

二
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
、

単
に
同
名
で
実
体
の

な
い
も
の
も
当
然
含

ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
東
北

・

東
国
相
互
で
、
各
々

郡
名
段
階

・
郷
名
段

階
が
あ
る
の
で
、
主

と
し
て
時
期
差
に
起

因
す
る
よ
う
な
違
い

を
分
別
出
来
な
い
部

分
が
あ
る
が
、
幾
つ

か
の
傾
向
は
窺
い
得

る
で
あ
ろ
う
。
東
山

道
に
つ
い
て
は
明
確

で
は
な
い
が
、
東
海

道
の
志
摩
国
以
西
、

北
陸
道
の
若
狭
国
以

西
で
は
移
住
が
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
他
で
は
国

の
等
級
で
言
う
小

・
下
国
も
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は

「
柵
戸
」
の
移
住
な
ど
の
具
体
的
な
国
名
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

も
う
少
し
細
か
く
見
て
み
る
と
、
東
海
道
で
は
陸
奥
国
に
隣
接
す

る
常
陸
国
で
の
地
名
の
一
致
が
多
い
ほ
か
、
遠
江

・
武
蔵

・
上
総

・

下
総
な
ど
の
各
国
に
若
干
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
る
。
国
毎
に
見
る

と
、
尾
張
国
か
ら
遠
江
国
ま
で
は
あ
ま
り
明
確
な
傾
向
は
認
め
ら
れ

な
い
。
駿
河
国
で
は
志
太

・
安
倍
の
西
部
の
郡
に
や
や
重
点
が
あ
る
。

甲
斐
国
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
東
部
の
山
梨

・
都
留
の
両
郡
に
重

点
が
あ
る
。
武
蔵
国
で
は
北
部
地
域
が
優
位
に
あ
る
。
上
総
国
で
は

埴
生

・
海
上
の
国
府
所
在
郡

（市
原
）
に
隣
接
し
た
郡
に
重
点
が
あ

る
（
下
総
国
で
は
匝
瑳

・
海
上
の
、
太
平
洋
岸
の
両
郡
が
目
立
つ
。

常
陸
国
は
絶
対
数
が
多
く
、
平
均
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
山
道
に
目
を
転
ず
る
と
、
近
江
国
で
は
美
濃
国
と
の
通

行
の
意
味
の
大
き
な
坂
田
郡
が
多
い
。
美
濃
国
は
平
均
化
し
て
お
り
、

飛
瞬
国
で
は
大
野
郡
が
多
い
。
信
濃

・
上
野
両
国
で
は
、
あ
ま
り
明

確
な
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
下
野
国
で
は
芳
賀

・
那
須
の
よ
う

な
東
北
地
域
に
比
較
的
近
い
郡
に
重
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
北
陸
道
で
は
絶
対
数
が
少
な
く
、
特
に
出
羽
国
に

隣
接
す
る
越
後
国
に
全
く
例
を
見
な
い
の
が
特
徴
的

で
あ

る
。

加

賀

・
能
登
の
よ
う
な
小
さ
な
国
も
原
則
的
に
移
住
者
の
供
給
源
か
ら

外
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
地
域
で
や
や
傾
向
の
あ
る
の
は
、

下野国

若狭国

越前国

能登国

越中国
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越
前
国
の
大
野
郡
と
越
中
国
の
栃
波
郡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
か
な
り

の
可
能
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
つ
い
て
、
明
確
な
傾
向
の
無

い
国
も
含
め
、
国
府
所
在
郡
を
含
ん
で
偏
り
が
あ
る
国
が
多
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

東
北
地
域
内
部
の
東
国
地
域
あ
地
名
は
勿
論
だ
が
、
総
じ
て
陸
奥

国
内
部
で
の
地
名
の
共
通
性
が
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、

石
城

・
石
背
両
地
域
に
属
す
る
地
名
の
比
重
は
か
な
り
大
き
く
、
こ

れ
ら
の
な
か
に
存
在
す
る
東
国
地
域
の
地
名
が
第

一
次
的
な
も
の
で
、

両
地
域
以
外
の
も
の
は
第
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
印
象
は
、

こ
の
整
理
に
よ
っ
て
も
一異
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
出
羽
国

と
陸
奥
国
と
の
間
に
も
共
通
す
る
地
名
が
見
ら
れ
る
が
、
陸
奥
国
か

ら
割
か
れ
た
郡

（最
上

・
置
賜
し
が
存
在
す
る
と
い
う
事
情
だ
け
で

は
な
く
、
陸
奥
国
内
部
と
ほ
ぼ
同
様
に
理
解
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
名
の
み
で
の
地
域
の
絞
り
込
み
は
、
か
な
り

困
難
な
作
業
で
あ
る
の
で
、
具
体
的
な
移
住
者
像
を
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
絞
り
込
み
の
可
能
性
を
、
次
に
探

っ
て
み

た
い
。

二
、
東
国
地
域
か
ら
の
移
住
者
像

前
節
で
取
り
上
げ
た
移
住
の
、
具
体
的
構
成
要
素
で
あ
る
対
象
者

は
、　
一
体
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
古
学
的
所

見
で
は
、
東
北
地
方
に
関
東
地
方
の
影
響
の
残
る
遺
構

・
遺
物
が
発

見
さ
れ
統
れ
は
仙
台
平
野
を
中
心
と
し
、
七
世
紀
中
葉
を
上
限
と
す

る
ら
し
い
。
そ
の
よ
う
な
も
の
の
な
か
に
は
、
集
落
や
墳
墓
だ
け
で

な
く
、
官
衝
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
集
落

や
墳
墓
で
は
、
そ
の
成
立
の
前
提
に
、
人
の

「
移
動
」
を
考
え
ざ
る

を
得
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
仙
台
平
野
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
の
古
墳
時
代
中
期

頃
ド
現
に
設
内
と
の
直
接
的
交
渉
を
窺
わ
せ
る
形
跡
が
確
認
さ
れ
て

い
る
し
、
前
方
後
円
墳
の
分
布
の
よ
う
な
も
の
に
関
し
て
は
、
さ
ら

に
大
き
な
範
囲
に
わ
た
っ
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
宇

但
し
、
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
石
城

コ
石
背
両
国
に
ほ
ぼ
該
当
す

る
福
島
県
地
方
で
は
、
日
下
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
や
や
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
土
器
な
ど
に
見
る
関
東

地
方
と
の
直
接
的
な
交
渉
の
形
跡
は
、
非
常
に
短
期
間
で
、
程
な
く

在
地
系
の
上
器
群
の
な
か
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
う
し
た
部
分

の
み
に
注
意
し
過
ぎ
る
の
は
考
え
も
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
こ
れ
ら
と
は
段
階
差
の
あ
る
事
実
に
起
因
す
る
と
考
え
ら

れ
る
も
の
に
、
多
賀
城
な
ど
の
官
衝
遺
跡
や
窯
跡
か
ら
出
土
す
る
文

字
瓦
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、　
ご
フ
で
刻
ま
れ
た
も
の
に

「
下

・
常

・

毛

・
上
」
、　
瓦
を
製
作
す
る
際
の
模
骨
や
範
に
刻
ま
れ
た
も
の
が

反

転
し
た
も
の
に

「
上

・
下

・
相
」
な
ど
の
種
類
の
文
字
が
見
ら
れ
る

の
だ
が
、
東
国
地
域
の
国
名
を
省
略
し
た
も
の
で
、
各
国
を
単
位
と

史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
） (「道奥菊多Jと同じ) (1司 左 ,

崇神皇子(豊城命系)

(「思Jと同じ)

上毛野・下毛野/針間鴨

一
同

宇多(キ)

信夫(セ)

白河 (セ)

磐揚Kキ )

會津(セ)

行方(キ)

印
一儀
一師

（１１
）

し
た
集
団
的
移
住
の
単
位
を
根
拠
と
す
る
と
看
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
単
位
は
、

『
和
名
抄
』
の
中
の
国
名
と

一
致
す
る
郷
名
を

想
起
さ
せ
る
。

一
方
、
史
料
上
に
見
る
東
北
地
域
の
地
域
編
成
は
、
古
代
を

通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、

あ
た
か
も
こ
の
地
域
が
著
し
く
未
整
備
な
状
況
に
あ

っ
た
か
の

よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
近
年
で
は
そ

の

こ
と

を
、
安
易
に

「
未
開
」
に
結
び
付
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
右
に
触
れ
た
よ
う
な
考
古
資
料
を
積
極
的
に
評
価
す
れ

ば
、
同
じ
史
料
で
あ

っ
て
も
異
な
っ
た
整
理
が
出
来
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

先
ず
、

『
先
代
旧
事
本
紀
』
国
造
本
紀
の
記
事
に
つ
い
て
、

却
『
殉
難
姉
能
姉
鮨
確
療
務
崩
乃
挽
鱒

・ 国
確
僻
口
醐
雅
韓
弥
嚇

国
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
る

「
国
造
」
名
の
多
い
石
城

・
石
背
両

国
地
域
の

「
国
造
」
は
、
東
国
地
域
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ

る
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

石
城

・
石
背
地
域
に
比
較
す
る
と
、
上
総

，
下
総
地
域
で
は

史
料
上
あ
ま
り
明
快
に
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
大
宝

令
制
下
の
早
い
時
期
に
、
い
わ
ゆ
る

「
上
毛
野
」
氏
の
主
要
な

人
物
が
集
中
的
に
投
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
か
な
り
の

地
域
再
編
成
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
で

(「思」と同じ) (同 左 )

(「道奥菊多」と同じ) (同 左 )

(「道奥菊多」と同じ) (同 左 )

大田部(阿倍陸
奥臣)
奈須直(阿倍陸
奥臣)
丈部(阿倍陸奥
臣)

菊多 (キ)

安積(セ)

亘理 (キ)

第三表 陸 奥国南部の 「国造本紀」の国造名

同祖 ・同族関係 (東国/西国) 知 られる郡領名

道 口山
須恵 ・

(「道奥菊多」と同じ)

天湯津彦命系

(「思」と同じ)

※郡名の内,(キ )は石城国地域,(セ )は石背国地域にそれぞれ該当する。
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あ
れ
ば
、

「
国
造
」
名
が
例
，外
的
に
集
中
し
て
き
て
い
る
の
も
郡
領

の
選
任
に
関
す
る
問
題
の
切
実
さ
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
。
石
城

・
石

背
両
国
の

「
国
造
」
の
系
譜
を
、
参
考
ま
で
に
示
せ
ば
第
三
表
の
よ

う
に
な
る
。

こ
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
な
氏
族
名
ま
で
は
特
定
し
難
い
が
、

菊
多

・
安
積

・
標
棄

・
石
城

・
石
背
の
各
郡
で
は
常
陸

・
上
総

・
相

模
と
い
っ
た
諸
国
と
の
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、

宇
多
郡
で
は
上
野

・
下
野
両
国
と
の
関
係
が
あ

っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

亘
理

・
伊
呉

・
信
夫

・
白
河
の
各
郡
で
は
、
や
や
明
瞭
さ
に
欠
け
る

が
、
佐
渡
国
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
あ
る
い
は
北
陸
道
諸

国
と
の
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
う
ち
白
河
郡
で

は
、
郡
領
に

「
奈
須
直
」
氏
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
隣
接
す
る

下
野
国

（那
須
郡
）
と
の
直
接
的
な
関
係
が
推
定
出
来
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
地
名
の
分
布
の
傾
向
と
も

一
致
す
る
部
分

が
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、

「
国
造
本
紀
」
の
い
う

「
国
造
」
の
な

か
に
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
な
大
宝
二
年
頃
よ
り
も
さ
ら
に
下

っ

た
時
期

（
石
城

・
石
背
両
国
が
設
置
さ
れ
た
養
老
二
年
前
後
）
の
問

題
に
関
係
し
た
部
分
を
含
む
可
”能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

第
四
表
は
、
石
城

・
石
背
地
域
に
お
け
る
和
銅
！
養
老
期
に
か
け

て
の
関
連
記
事
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
地
域
編

成
の
動
向
が
特
に
急
で
あ
る
が
、
同
じ
東
北
地
域
で
あ

っ
て
も
、
陸

奥
国
と
出
羽
国
と
で
は
内
容
●
遷
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。

東
国
地
域
か
ら
の
人
の

「
移
住
」
は
、
概
し
て

「
柵
戸
」
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
時
期
差
と
地
域
差
と
が
存

在
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

陸
奥
国

（太
平
洋
側
）
　
　
　
出
羽
国

（
日
本
海
側
）

Ｉ
公
民

（「富
民
」
と
特
記
）
―

（
こ
の
段
階
ナ
シ
）

↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

正
柵
戸

（公
民
）
　
　
　
　
―

柵
戸

（公
民
）

↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

亜
柵
戸

（浮
浪
人
）
　

　

　

―

柵
戸

（浮
浪
人
）

の
よ
う
に
整
理
出
来
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ふ
た
つ
の
地
域
の
開
発
の

程
度
や
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
編
成
の
様
式
の
違
い
に
起
因
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。

大
宝
令
制
以
前
で
は
、
郡
を
設
置
す
る
よ
う
な
地
域
編
成
を
行
う

場
合
、
人
の

「
移
動
」
を
伴
う
こ
と
が
現
実
に
し
ば
し
ば
あ

っ
た
。

第
四
麦
ｌ
⑥
の
、
異
例
と
さ
え
言
え
る
「富
民

一
千
戸
」
（五
十
戸

一

里
で
二
十
郷
分
に
相
当
す
る
）
と
い
う
大
規
模
な
移
民
は
、
石
城

・

石
背
両
国
の
設
置
に
先
立

っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
両
国
を
設
定
す
る

た
め
に
特
に
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
表
に
見
え
る

「
丹
取
郡
」
の
設
置
は
、
そ
の
音
の
類
似
性
か

ら

「
名
取
郡
」
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
あ
る

一
方
、

そ
の
位
置
か
ら
石
城

・
石
背
両
国
の
分
立
に
先
立

っ
て
設
置
さ
れ
る

の
ほ
不
都
合
で
あ
る
と
し
て
、
最
近
で
は

「
玉
造
軍
団
」
に
関
係
す

る
よ
う
な
大
崎
平
研
一
部
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
す
る
理
解
が

一
般
的

に
な

っ
て
き
て
い
る
。

「
丹
取
郡
＝
名
取
郡
」
と
言
え
る
か
ど
う
か

は
と
り
あ
え
ず
措
く
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
の
郡
の
設
置
は
、
畿
内

地
域
の
例
を
含
む
点
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
未
整
備
な
地
域

に
関
す
る
行
政
区
分
の
改
編
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
場
合
が
し
ば
し

ば
認
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
意
味
そ

は
、
拠
点
的
な
小
地
域
の
再
編
成

に
関
す
る
事
例
で
、
例
え
ば
石
城

・
石
背
両
国
の
分
立
に
先
立

っ
て
、

そ
れ
に
近
接
し
た

「
名
取
郡
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
と
し

て
も
何
等
不
都
合
は
無
い
の
で
．あ
視
↑

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
所
在
す
る
氏
族
（特
に
郡
領
級
の
）

の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
来

「
蝦
夷
」
で
あ

っ
た
訳
で
は
な
く
、

「
移
動
」
後
の
東
国
出
身
の
公
民
の
姿
を
端
的
に
示
す
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
可
能
性
に
留
意
せ
ざ
・る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

東
北
地
域
に
分
布
す
る
氏
族
に
つ
い
て
、
改
め
て
お
お
ま
か
に
整

理
す
れ
ば
、

①
明
ら
か
な

「
蝦
夷
」
と
考
え
ら
れ
る
姓
を
負
う
者
。

②
公
民
と
考
え
ら
れ
る
姓
を
負
う
者
。

③
漸
移
的
な
姓
を
持
つ

「
俸
一囚
」
の
者
宇

が
存
在
す
る
。
第

一
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
②
な

い
し
③
の
人
々
で
あ
る
。
無
論
そ
れ
ら
の
人
々
が
、
例
外
な
く
図
式

的
理
解
で
律
し
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
通
常
の
記
事
の
な
か
で

は
そ
う
し
た
人
々
が
東
国
地
域
か
ら
の
移
任
者
な
の
か
、
本
来
東
北

史
売

（寿
五
〇
巻
第
二
号
）

地
域
に
居
任
し
て
い
た
の
か
を
分
別
し
づ
ら
い
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ

る
の
は
、
東
北
地
域
に
特
徴
的
な
複
姓
の
改
賜
姓
で
あ
る
。
こ
こ
で

は

「
阿
部

・
大
伴

・
上
毛
野

・
下
毛
野
」
と
い
う
、
東
北
地
域
に
は

や
や
異
質
な
姓
を
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
表
は
、
そ
の
実
態
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
改
賜
姓
後
の

移
住
を
想
定
出
来
る
よ
う
な
個
人
の
居
住
を
示
す
場
合
を
除
け
ば
、

記
事
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
出
羽
国
の

「
田
夷
」
の
例
が

一
例
認
め

ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
う
し
た
改
賜
姓
は
基
本
的
に
陸
奥
国
の
み

の
固
有
な
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
初
見
は
、

『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
五

（
七
五
三
）
年
六
月

八
日
条
で
、
下
限
は

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六

（
八

一
五
）
年
三
月
六

日
条
で
あ
る
。
地
域
的
分
布
に
つ
い
て
は
、
旧
石
城

・
石
背
両
国
地

域
に
関
係
す
る
も
の
が
多
く
、
時
期
的
に
も
や
や
古
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
よ
り
正
確
に
は
東
国
地
域
か
ら
の
移
住
を
陸
奥
国
全

体
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
陸
奥
国
か
ら
の

出
羽
国
の
分
離
を
含
む
石
城

・
石
背
両
国
の
分
立
が
、
こ
の
時
期
の

極
め
て
重
大
な
課
題
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

右
に
見
え
る
人
々
は
、
移
住
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
着
の
同
姓
者
と
の

混
同
を
嫌

っ
て
、
よ
り
上
位
の
姓
を
希
望
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
柵
戸
」
の
移
配
は
、
頻
度
で
は
出
羽
国
に
向
け
て
の
も
の
が
多

い
が
、
質
的
に
は
陸
奥
国
の
そ
れ
の
方
が
良
質
な
も
の
で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
陸
奥

・
出
羽
両
国
の
整
備
状
況
の
差
峰
起
困

≡
≡
≡
≡≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡一，Ｈ一一
草
■
■
魯
郵
軒
一ま
■
ま
掛
野
討
差
註
誼
嘉
卦
郵
一難
難
鄭
隷
鉛
鉛
訟
鉛
郵
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第
四
表
　
和
銅
養
老
期
の
東
北
地
域
の
地
域
編
成

⑤ ④

日

和
銅
元
・九
二
一十
八

和
銅
五
・九
上
一十
三

和
銅
五
・十
上

和
銅
六
・十
二
上
一

和
銅
七
。十
二
一

霊
亀
元
・五
上
一十

霊
亀
元
・十

一
二
一十

九

養
老

五

・十

。十

四

養

老

六

・
八

二

一十

九

史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
）

野 移
六 相
図 模
富 上
民 総
千 常
戸 陸
配 上
陸 野
奥 武
国 蔵
下

令
轟
国
司
簡
監
柵
戸
一
千
人
配

陸
果
鎮
所
焉

（後
略
）

一　
　
出
　
　
　
　
　
　
羽

区

分

の

改

変

（前
略
）
越
後
固
言
新
建
出
羽

郡
。
許
之

大
政
官
議
奏
日
建
図
辟
彊
武
功

所
貴
設
官
撫
民
文
教
所
崇
其
北

邊
蝦
狭
遠
晏
阻
険
官
縦
狂
心
屡

驚
邊
境
自
官
軍
雷
撃
凶
賊
霧
消

狭
都
晏
然
皇
民
無
擾
誠
望
便
乗

時
機
遂
置

一
囲
式
樹
司
宰
永
鎮

百
姓
奏
可
之
於
是
始
置
出
羽
団

割
陸
奥
國
最
上
置
賜
二
郡
隷

出
羽
國
焉

新
建
陸
奥
国
丹
取
郡

陸
奥
国
眠
夷
篤
二
等
邑
長
志
別

君
宇
蘇
弥
余
等
言
親
族
死
亡
子

孫
数
人
常
恐
被
狭
徒
抄
略
子
請

於
呑
河
村
造
郡
家
為
編
戸
民
永

保
安
堵
、
又
蝦
夷
須
賀
君
古
麻

比
留
等
言
先
祖
以
来
貢
献
昆
布

申却中卵お申頓珈較的初中一

従
三
位
中
納
言
巨
勢
朝
臣
麿
言
建
出
羽
國
己
経
敷
年
吏
民
少
稀

狭
徒
未
馴
其
地
膏
旗
田
野
廣
寛
請
令
随
近
国
民
遷
於
出
羽
國
教

愉
狂
狭
兼
保
地
利
許
之

因
陸
奥

図

置
賜
最
上
二
郡
及

信
濃

上
野
越
前
越
後
四
國
百
姓
各
百
戸
隷
。
出
羽
國
（後
略
）

（前
略
）
割
陸
奥
國
「之
」
石
域

標
葉
行
方
宇
太
日
理
常
一陸
団
之

菊
多
六
郡
置
石
城
囲
割
自
河
石

背
倉
津
安
積
信
夫
五
郡
置
石
背

國
割
常
陸
図
多
珂
郡
之
郷
二
百

一
十
姻
名
口
菊
多
郡
属
石
城
囲

焉一倒
旧
囲
団
閉
一柴
田
郡
百
剛
一

置
刈
国
郡

勅
割
尾
張
上
野
信
濃
越
後
等
目

民
二
百
戸
配
出
羽
柵
戸

以
信
濃

四
國
百

焉遷
東
海
東
山
北
陸
三
道
民
二
百

戸
配
出
羽
柵
焉

姓 ・

各 上 ←― ―
一 野
百 ・

戸 越
配 前
出 ・

羽 越
柵 後
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史
苑

（
第

五
〇
巻
第

二
号
）

(富田)※

玉造

//大 伴安積連(←丸子部)//・//・//

下毛野llT見公(←吉璃侯部 7人 )//・〃・//・〃

//・//。//・//

//・〃上毛野脂澤公(擬大領)//・〃

//・//・//・//

上毛野中村公(←吉lTH侯部)//・〃・//・〃

//・//・//・//

〃大伴安積連(←丸子部)・陸奥意薩連)←意薩公)//・〃・//

//大伴山田連(←丸子部)・陸奥磐井臣 (←竹城公・黒田竹城公 ・白石公

等 122人)・陸奥高城連(←竹城公・荒山等88人)・陸奥小倉連(←小倉公

等 17人)。陸奥石原連(←石原公等15人)。椋椅連(←柏原公13人)・遠田

連(←遠田公等69人〃・//・〃

//・//・//・//

//・//・//・//

//・//・//・//

牡魔連(←丸子),武 射臣(←春日部 3人)//・〃・//・〃

//・〃上毛野陸奥公(←丈部,大領)//・〃

〃・//・〃・//

//・//・//・//

//,〃物部斯波連〃・//

〃上毛野陸奥公(←吉閥侯部)//下毛野陸奥公(←丈部36人)//・〃

//・//・//・//

//・//・//・//

//・//・//・//

ノ/・//・//・//

志太

長岡

・
／／

一

・
／／

一

・
／／

／／
，
／／
．
／／

一

／／
・
／／
・
／／

一

／／
・
／／
．
／／(栗原)

磐井

江刺

謄浮

新日

(讃!馬)※

小田

遠田

(登米)

桃生

気仙

牲鹿

耶床

(和我)

(稗貫)

(斯渡)

不明

¬
最上

村山

置賜

雄勝

平鹿 //・//・//・//

―- 49 - ―- 48 -―

白河(セ)○

磐瀬(セ)O

含津(セ)①

安積(セ)○

(安達)

信夫(セ)○

(刈国)

柴 田

(名取リ

菊多(キ)○

磐妖 キ)○

標美 (キ)○

行方(キ)

宇多(キ)○

伊具  ○

亘理(キ)①

宮城

黒)||

賀美

色麻

第五表 陸 奥・出羽両国の改賜姓を中心とした豪族の実態

阿倍陸奥巨(←丈部10人),認 大伴連(←靭大伴部 8人)//大伴白河連

(←大伴部数人)//阿倍陸奥臣(←奈須直,大領),陸奥白河連(←狛造)

//。//

磐瀬朝臣(←吉蘭侯部)//大伴官城連(←回E□ )//阿 倍陸奥臣(丈部,

檀大領)/〃/陸奥磐瀬巨(←吉弥侯部)

阿倍会津臣(←丈部 2人 )//・〃・//・〃

阿倍安積臣(←丈部直),安倍安積臣(←丈部13人)//(阿倍安積臣),大

伴安積連 (←丸子部。大田部)//・〃。/〃阿倍陸奥臣 (←矢田部。丈部等

17人)

//・〃陸奥安達連(←狛造)//・〃

阿倍信夫巨(←丈部数人),上毛野鍬山公(←吉璃侯部 7人),下毛野静

戸公(←吉爾侯部)//・//阿倍陸奥臣(←大田部,擬主帳)//・ノ/

大伴刈田巨(←大伴部)//・〃・//'〃

名取朝巨(←公)/安倍柴田臣(←丈部),大伴柴田巨(←大伴部)//。〃阿

倍陸奥巨(←丈部,擢大領)//・〃阿倍陸奥巨(擢大領)

上毛野名取朝巨(←吉璃侯部 9人 )//・〃・//・〃刑坂宿祢(大荻)

//・〃。//・〃湯坐菊多巨(←丈部21人)

於保磐城臣(←丈部)//a〃磐城臣(大領),阿 倍陸奥臣(←陸奥丈部臣,

擬少毅・丈部,擢主政)//`〃

阿倍陸奥巨(←丈部10人)//・〃F「」倍陸奥臣(←陸奥標美巨,少領)//・〃

大伴行方連 (←大伴部),下 毛野朝臣 (←公)//大伴行方連 (←大伴部)

//。//・//

上毛野陸奥公(←吉璃侯部)//・〃・//・//

//・〃阿倍陸奥臣(←陸奥。巨,穫擬大毅・擬主帳)//・〃

湯坐亘理連(←宗何部 3人)//大伴亘理連(←五百木部)//・〃・//

//・〃物部(擢大領)//・//

靭大伴連 (←取大伴部 8人)//大伴行方連 (←大伴部)//靱伴連 (大領)

//・//

阿倍陸奥巨(←丈部10人(//・//・′//・//

//・〃阿倍陸奥巨(←陸奥臣,少領)//。//
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妹
一髄
一確
一酬

田

一
明

秋

一
不

①

【
相
模
国
】
　
　
　
　
　
　
↓
色
麻
郡

足
上
郡
松
田
郷
↓
白
河
郡

○

【
武
蔵
国
】
榛
沢
郡
藤
田
郷
↓
白
河
郡

①

【
上
総
国
遂
　
　
　
　
　
　
↓
胆
沢
郡

埴
生
郡
小
田
郷
↓
白
河
郡
↓
小
田
郡
↓
賀
美
郡
↓
牡

鹿
郡
海
上
郡
大
野
郷
↓
菊
多
郡

望
多
郡
　
　
　
↓
亘
理
郡

○

【
常
陸
国
】
那
珂
郡
入
野
郷
↓
白
河
郡
↓
安
積
郡

芳
賀
郷
↓
安
積
郡

川
辺
郷
↓
菊
多
郡

新
治
郡
丹
波
郷
↓
白
河
郡

行
方
郡
　
　
　
↓
行
方
郡

小
高
郷
↓
磐
城
郡

多
珂
郡
　
　
　
↓
行
方
郡

【
信
濃
国
】
　
　
　
　
　
　
↓
江
刺
郡

○

【
上
野
国
】
片
岡
郡
高
橋
郷
↓
柴
田
郡

新
田
郡
　
　
　
‐↓
新
田
郡

〇

【
下
野
国
】
　
　
　
　
　
　
↓
胆
沢
郡

【
越
中
国
】
砺
波
郡
高
野
郷
↓
白
河
郡

【
陸
奥
国
】
白
河
郡
―
黒
川
郡
―
宮
域
郡
―
胆
沢
郡

磐
城
郡
―
名
取
郡
―
桃
生
郡

史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
〕

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
神
護
景
雲
二
年
頃
よ
り
、

他
国
人
と
並
ん
で
陸
奥
国
の
諸
郡
の
人
々
が

「
奥
郡
」
へ
移
配
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
事
と
符
合
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石

城

・
石
背
両
国
の
地
名
が
見
ら
れ
る
地
域
が
そ
の
移
配
先
で
あ

っ
た

ろ
クヽ
。

以
上
の
諸
要
素
に
、
こ
れ
ら
の
改
賜
姓
を
加
味
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
移
住
若
た
ち
の
、

「
移
動
」
以
前
の
立
場
に
関
係
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
れ
ば
、
各
々
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
編
成
や
負
担
形

態
が
採
用
さ
れ
た
の
か
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
告
で
あ
る
。

改
賜
姓
以
前
の
姓
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
東
北
地
域
に

一
般
的

で
、
東
国
地
域
で
も
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
の
出
来
る
姓

（
君
子
部

・

丸
子
部

・
丈
部
な
ど
）
を
負
う
も
の
が
多
い
が
、
上
毛
野

・
下
毛
野

を
姓
に
含
む
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
々
個
別
の
氏
族
の
存
在
を
意
識

し
な
が
ら
、
元
の
居
住
地
を
姓
に
含
め
た
と
見
て
、
ほ
ぼ
両
地
域
か

ら
の
移
住
を
一異
付
け
る
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ら
以

外
に
つ
い
て
は
や
や
決
め
手
を
欠
く
が
、
地
名
と
移
住
者
と
が

一
致

す
る
部
分
を
絞
り
込
ん
だ
傾
向
と
し
て
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

【
伊
勢
国
】
飯
野
郡
　
　
　
↓
磐
城
郡

【
遠
江
国
】
榛
原
郡
大
江
郷
↓
会
津
郡

【
駿
河
国
】
駿
河
郡
玉
造
郷
↓
磐
城
郡
↓
玉
造
郡

【
甲
斐
国
】
　
　
　
　
　
　
↓
江
刺
郡

磐
瀬
郡
―
標
棄
郡
―
宮
城
郡
―
賀
美
郡

，Ｘ
Ｏ
は

「
富
民
」
を

「
移
動
」
さ
せ
た
国
名
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
可
能
性
の
高
い
例
は
あ
る
が
、
当
面
移
任
者
と

重
な
ら
な
い
為
除
外
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
整
理
に
よ
れ
ば
、
例
え

ば
牡
鹿
宿
祢
鳴
足
の
よ
う
な
者
は
、
か
つ
て
は
上
総
国
埴
生
郡
出
身

者
の
丸
子
部
で
あ

っ
た
と
想
定
出
来
る
訳
で
あ
る
。
彼
が
、

「
大
国

造
」
と
し
て
神
護
景
雲
三
年
に
大
量
改
賜
妊
の
申
請
を
行

っ
た
背
景

と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
り
明
快
な
も
の
と
な
る

だ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
相
互
に
欠
落
す
る
要
素
が
あ

っ
て
、
断
定
的
な
こ
と
は

言
え
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
の
操
作
に
よ
っ
て

一①
国
名
↓
郷
名

・②
郡
名

（↓
郡
名
…
）
↓
郡
名

・③
郡
名

（↓
郷
名
…
）
↓
郷
名

・④
郷
名

（↓
郷
名
…
）
↓
郷
名

の
よ
う
な
パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
事
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
恐

ら
く
時
期
差
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
①
に
つ
い
て
、
信
濃
（国
）

を
含
む
事
か
ら
、
少
な
く
と
も
霊
亀
元
年
の
移
住
で
は
な
い
こ
と
が

推
定
出
来
る
。
但
し
、
信
濃
国
が
積
極
的
に
移
配
に
参
加
す
る
の
は

養
老
期
ま
で
で
あ
る
の
で
、
二
次
的
な
移
配
で
あ
る
に
し
て
も
、
信

濃
国
の
移
配
単
位
が
消
矢
し
て
し
ま
う
以
前
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

車
■
，一！一一一〓
車
よ≡一一…
…………一≡，す
一卒
チ

//・//・//・//

//・ノ/・//・//

出羽

//・//・//・//

〃上毛野禄野直(←置井出公)//・〃・//

注 1)郡 ・郷名は基本的に 『和名抄』の配列による。 そ のうち, ※は 『和名抄』

にないもの,( )は 地域再編成の形跡の認められるもの,○ は「目造本紀J

の国造名と一致するとされているもの,(セ )は旧石背国,(キ )は旧石城

国。

注 2)ウ ジの配列順序は,F続 日本紀』//『日本後紀』〃『続日本後紀』〃 『日本文

徳天皇実録』〃 『日本三代実録』のようになっている。

／／
・
／／
．
／／
．
／／

一

／／
。
／／
．
／／
．
／／

一

／／
・
／／
。
ノ／
．
／／

一
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律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
東
国

（関
口
》

ま
た
④
に
つ
い
て
、
甲
斐
国

・
下
総
国
な
ど
の
よ
う
に
、
初
期
に

は
移
配
が
行
わ
れ
な
い
も
の
の
、
特
定
の
郡
の
地
名
に
集
中
す
る
傾

向
が
あ
る
国
で
は
、
郷
を
単
位
と
す
る
移
配
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
柴
国
郡
あ
新
羅
郷
な
ど
に
よ

っ
て
も
一異
付
け

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
渡
来
人
の
移
住
に
関
し
て
は
、
東
国

地
域
で
は
、
た
と
え
同
様
の
規
模
で
あ

っ
て
も

「
郡
」
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
注
意
さ
れ
る
。

以
上
を
整
理
し
て
み
る
と
、
東
国
地
域
か
ら
東
北
地
域
へ
の
移
配

は
、
石
城

・
石
背
両
国
を
通
渦
点
と
し
、　
一
対

一
対
応
と
い
う
よ
う

な
整
然
と
し
た
形
態
で
は
な
く
、　
一
郡
内
に
数
国
の
人
々
が
雑
居
す

る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、
拠
点
的
な

地
域

（白
河

・
磐
城

・
磐
瀬
の
各
郡
な
ど
）
で
は
、
郡
程
度
の
単
位

で
二
次

・
三
次
と
更
に
奥
地
へ
移
配
が
重
ね
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

移
配
の
規
模
は
、
当
初
で
は
郡
を
設
置
し
得
る
程
度
の
単
位
が
あ

っ
た
が
、
次
第
に
郷
単
位
程
唐
雇
と
縮
小
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
移
任
者
の
元
の
居
任
地
に
つ
い
て
は
、
時
期
差
や
各
地
域
で
の

違
い
も
あ
り
、
特
定
す
る
の
が
一民
に
困
難
で
あ
る
が
、
常
陸
国
の
よ

う
な
陸
奥
国
に
隣
接
し
て
移
住
の
絶
対
量
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
な
例
を
除
け
ば
、
①
国
府
所
在
郡
な
い
し
そ
れ
に
隣
接
し
た
郡
、

②
交
通
の
便
が
良
い
郡
な
ど
で
賄

っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
偏
り
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
影
響
を
被
る
地
域
と
い

う
の
も
、
国
毎
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
特
定
の
地
域
に
偏

っ
て
く

る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
律
令
国
家
の
地
域
編
成
政
策
の
諸
段
階
と
東
国
地
域

律
令
国
家
の
東
北
政
策
が
進
行
す
る
に
従
い
、
そ
れ
と
並
行
す
る

形
で
東
国
地
域
に
も
変
化
を
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
皮
肉
な
現
実
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

か
つ
て
高
橋
富
雄
氏
は
、
東
北
地
域
の
令
制
化
の
段
階
に
つ
い
て
、

①
文
化
征
服

（第

一
期
）

②
国
郡
創
置

（第
二
期
）

③
武
装
植
民

（第
三
期
）

④
軍
事
征
服

（第
四
期
）

と
想
定
さ
れ
た
。
考
古
資
料
な
ど
の
増
加
に
よ
っ
て
、
細
部
で
は
再

検
討
を
必
要
と
す
る
部
分
が
無
い
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
大
筋
で
は
今
日
で
も
な
お
承
認
さ
れ
る
べ
き
理
解
だ
ろ
う
。

各
段
階
で
移
住
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
規
模
自
体
が
大

き
く
、
東
国
地
域
が
主
導
的
な
位
置
を
占
め
て
く
る
の
は
②
の
段
階

以
降
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
導
入
さ
れ
た
集

団
は
、
結
果
と
し
て
政
府
の
先
兵
と
し
て
移
住
を
繰
り
返
す
こ
と
に

な
る
。
尤
も
、
青
定
的
な
部
分
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
婚
姻
や
通
交

な
ど
を
重
ね
る
な
か
で
、
本
来
公
民
身
分
で
あ

っ
た
者
が

「
得
囚
」

身
分
に
転
落
し
、
内
地
へ
移
送
さ
れ
る
と
い
っ
た
本
来
の

「
移
動
」

と
は
道
の
事
態
も
発
生
し
て
い
た
事
は
、

「
得
囚
」
と
し
て
処
理
さ

れ
て
い
る
人
々
の
名
前
の
な
か
に
、
東
国
地
域
の
公
民
身
分
の
人
々

と
全
く
同
じ
も
の
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
測
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

『
延
喜
式
』
（
主
税
式
諸
国
本
稲
条

・
得
囚
稲
条
）
に
よ
っ
て
そ
の

規
模
が
あ
る
程
度
推
測
出
来
る
。
近
江

・
肥
後
な
ど
の
よ
う
な
例
外

的
な
国
を
除
外
す
れ
ば
東
国
地
域
の
そ
れ
は
概
し
て
大
き
い
宇
具
体

的
な
配
置
郡
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
上
野
国
で
は

『
和

名
抄
』
郷
名
段
階
で
は
意
図
的
に
削
除
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る

「
得

因
」
郷
が
三
例
知
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
旧
利
根
川
右
岸
地
域
の

甘
薬

・
多
胡

・
緑
野
の
各
郡
に
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
郡
は
、
十

一

世
紀
段
階
で
の
上
野
国
全
般
の
郡
衝
正
倉
の
遺
存
数
な
ど
か
ら
見
て
、

た（邦師カミの鮨譲帥韓崚却確響的淀狩続晩醇強ギ帥姫軸義帳取

で
も
、
こ
う
し
た
意
図
的
な
配
↓直
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
当
初
は
安
定
的
な
状
態
が
保
た
れ
て
い

た
と
想
像
で
き
る
が
、

「
停
囚
」
を
受
け
入
れ
る
事
に
よ
っ
て
徐
々

に
そ
れ
を
破
ら
れ
て
い
っ
た
場
合
が
あ

っ
た
と
も
考

え

ら
れ

る
。

『
類
柔
国
史
』
巻

一
九
〇
風
俗
部
の
得
囚
関
連
の
記
事
の
、
少
な
く

と
も
半
数
が
移
配
さ
れ
た
各
国
で
の
得
囚
の
反
乱
に
関
係
し
た
も
の

で
あ
る
事
も
こ
の
事
を
強
く
推
】定
さ
せ
る
。

一
方
、
東
北
地
域
に
対
す
と
仕
討
政
策
は
、
既
に
多
く
の
先
学
が

史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
）

明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
へ
の
動
揺
を
倍
加
さ
せ
た
だ
け

で
は
な
く
、
造
都
と
並
ん
で
律
令
政
府
自
身
の
財
政
を
著
し
く
圧
迫

し
た
。
そ
れ
を
賄
う
た
め
に
地
域
に
対
し
て
様
々
な
負
担
が
強
い
ら

れ
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
そ
の

「
代
価
」
と
し
て
頒
布
さ
れ
た
も
の

の
ひ
と
つ
に
勲
位
が
あ
る
。
東
国
地
域
の
勲
位
を
帯
す
る
者
の
地
域

的
分
布
は
、
移
住
と
は
直
接
関
係
無
い
が
、
概
ね
東
北
地
域
を
対
象

と
す
る
征
討
戦
争
の
従
事
者
の
実
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
国
史
に
見
え
る
事
例
を
中
心
に
整
理
し
て
み
た
の
が
第
六
表
で
あ

とつ
。勲

位
は
、
征
夷
戦
争
の
従
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
戦
功
の
あ

っ
た

者
に
与
え
ら
れ
て
い
て
、
表
に
は
明
ら
か
な
中
央
官
人
は
除
い
て
い

る
。
軍
士
以
上
が
授
与
の
対
象
で
あ
る
事
を
明
示
す
る
場
合
も
あ
る

が
、　
一
般
の
兵
士
は
殆
ど
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
神
社
へ
の
授
与
の
例
が
か
な
り
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
意
義
は
別

に
検
討
の
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
個
人
の
事
例
の
分
布
の
空
自
を
埋

め
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
地
域
的
分
布
は
、
知
ら
れ
る
征
夷
戦
争
へ
の
参
加
国
縞
ざ
言

う
な
ら
、
東
海
道
の
遠
江

・
駿
河
両
国
、
東
山
道
で
美
濃
国
な
ど
が

空
白
で
あ
る
が
、
本
来
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
動
員
と
い
う
意

味
で
は
、
陸
奥
国
を
中
心
と
し
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
隔
て
る
程
に
希

薄
に
な
っ
て
ゆ
く
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
実
際
に
征
夷
戦

争
に
動
員
さ
れ
た
の
は
、
各
国
の
動
員
が
強
調
さ
れ

る
以
上

に
、
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史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
）

陸奥国

出羽国

若狭国

越前国

力8賀国

能登国

越中国

越後国

767(宇多郡)十等吉閥侯部(→上毛野陸奥公)石麻邑・769(牡鹿部停囚)七

等大伴部押人・790(遠国郡領)八等遠田公(→遠田巨)押人/804(?)六等吉

閥侯部押人・812(遠国郡)七等竹城公金弓/835(索渡郡 ?)五 等吉弥侯(→

物部斯波連)宇加奴等・836(白河郡十等八溝責金神)・:(?)五等吉弥於加

保,(?)九 等伴部子羊侯・838(?)]五等吉弥侯部東人床呂・六等夷守志為

奈・840(耶麻郡)八等丈部(→上毛野陸奥公)i人麻呂・讐 城郡)八等磐城臣

雄公,(宮城郡)七等物部巳波美・841(白河郡十等都々古和気)神。(柴国郡)

七等阿倍陸奥臣豊主,(黒 川郡)八等伴連黒成,(江 刺郡)八等上毛野胆沢
か二人・R44r?折笠符浦 「ヒ末用守千袖 .ヽr埜補謝【、八と金建捕>画推ちヽ.イ占市子【ヽ

九等狛造(→自河連)智成・845(九等XU田嶺神)・849(磐瀬郡)九等丈部(→

阿倍陸奥臣)宗成・(色麻郡)八等丈部(→阿倍陸奥巨)千継//859(四等計仙

麻神,四等志波彦神,五等寿幣志神,1零羊埼神,|四等志波姫神・五等日高見

神)・864(864(九等飯大鳴神,十等阿福麻水神),(磐瀬郡)九等吉弥侯部(→

陸奥磐lTR臣)i豊野。866(?)五等伴部建床呂・870(九等苅田嶺神)・877(?)

五等吉弥侯部真保

〃838〈飽海郡五等大物忌神)・844(川辺郡)八等奈良己智豊継・845(最 上

護)七等伴直道成,九等同継益,九等同福尊〃872(五等大物忌神)・877(六

等月山神)・878(三等大物忌神,四等月山神,七等衰物忌神)

〃〃859(八等若狭比古神)

〃839(一等気比大神)//859(一等気比神・六等推前神・六等剣神)

////

〃//859(一等気多神)

参河目

遠江国

駿河国

伊豆国

甲斐国

相模国

武蔵国

安房国

上給国

下総国

常陸国

////

////

////

〃〃864(十二等物部神)

※768(?)六等漆部直(→国造相模宿称)伊波〃842(高座郡)八等壬生直黒

成〃

※768(入間郡)五等物部直(→入間宿称)広成〃840(加美郡)七等棺前舎人

直由加麻呂〃878(七等秩父神),885(六等畦切神)

////

〃〃877(五等玉埼神,五等姉前神)

781(猿島郡)五等安倍猿島朝巨(←)墨縄〃835(匝瑳郡)六等物部匝瑳連

(→宿称)//

※768(筑渡郡)五等壬生宿祢小家主/825(新治郡?)七 等新治直軍
。(鹿

島郡)八等中巨鹿島連貞忠/836(鹿島郡
一等建御賀豆智命)。847(那賀郡

八等吉田神)。(十等薩都神)/857(八等吉田神)/867(薩都神)

/〃/866(?八等兵神)

/ / / /

////

〃〃859(八等建御名方富命神)

/813(甘楽郡)七等壬生公郡守/843(新田郡)七等犬養(→丈部臣)子羊//

859(甘楽郡八等貫前神)・881(七等貫前神,十 二等小祝神,十 二等波己曽

神,十 二等賀茂神,十 二等美和神,十 二等稲裏地神)

/824(?)八 等軽部豊益/836(四等二荒神)/857(四等二荒神)/859〈四等二

荒神)

佐渡国

//ノ/

////

////

※人名は 「年(郡名)勲位姓(→改賜姓)名J,

地域名称を特定出来る事例を中心に整理。

掲出。

神社名は 「年(勲位―神)」で表記。

同じ書物で重複するものは初出のみ

（東
国
地
域
か
ら
の
移

住
者
の
存
在
を
ひ
と
つ

前
提
に
）
陸
奥
国
の
地

域
で
の
動
員
量
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
事
を
示

す
の
だ
ろ
う
。

時
期
は
八
世
紀
後
半

以
降
に
集
中
し
、
特
に

平
安
初
期
の
征
夷
戦
争

に
当
た
っ
て
右
の
よ
う

な
人
々
が
動
員
さ
れ
た

可
能
性
が
強
い
。
こ
の

事
は
、
征
夷
戦
争
の
困

難
度
に
関
係
す
る
規
模

と
も
か
か
わ
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、

そ
の
段
階
で
は
既
に
、

東
目
地
域
の
武
力
を
主

体
に
考
え
る
事
が
困
難

な
事
態
に
な
っ
て
い
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
東
北
政
策
と

第六表 六 目史に見える東国地域の勲位帯位者

続日本紀/日本後紀/続 日本後紀/文徳実録/三代実録

屋一‖打

―- 55 - 一- 54 -一

律
令
国
家
の
東
北
政
策
ル
一泉
国

（関
口
）



律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
東
国

（関
口
）

直
接
関
連
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
人
的
負
担
と
い
う
面
で
は
防
人
も

同
様
の
結
果
を
贅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
関
連
資
料
は
更
に
限

定
さ
れ
る
が
、

『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
と
い
わ
ゆ
る

「
東
国
防

人
歌
」
が
注
意
さ
れ
る

（第

一
図
参
照
）
。

「
防
人
歌
」
に
採
録
さ
れ
た
量
そ
の
も
の
が
断
片
的
で
、
傾
向
の

把
握
さ
え
困
難
で
あ
る
が
、
史
料
残
存
に
関
す
る
偶
然
的
要
素
を
意

識
し
な
が
ら
順
次
見
て
行
く
な
ら
ば
、
先
ず
東
海
道
の
遠
江
国
で
は
、

長
下

口
危
玉

・
佐
野

・
山
名
の
各
郡
か
ら
の
出
身
が
知
ら
れ
、
天
竜

川
下
流
域
で
の
集
中
が
注
意
さ
れ
る
。
駿
河
国
で
は
所
属
郡
名
が
、

甲
斐

・
伊
豆
両
国
は
記
載
そ
の
も
の
が
無
く
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
。
相
模
国
で
は
、
顕
著
な
偏
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
武
蔵
国
で

は
、
他
国
に
隣
接
す
る
よ
う
な
郡
に
偏

っ
て
い
る
が
、
そ
の
出
身
は

ほ
ぼ
全
域
に
及
ん
で
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
下
総
国

・
上
総
国

（安
房
国
を
含
む
）
で
も
同
様
で
あ
る
。
常
陸
国
で
は
、
国
府
所
在

郡
に
隣
接
す
る
郡
に
偏

っ
て
い
る
が
、
陸
奥
国
な
ど
と
隣
接
す
る
多

賀
郡
な
ど
に
見
ら
れ
な
い
の
は
意
味
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
い
で
東
山
道
の
信
濃
国
で
は
、
小
県

・
埴
科
両
郡
の
、
国
府
所

在
郡
に
隣
接
す
る
郡
に
や
や
偏
っ
て
い
る
。
上
野
国
で
は
所
属
郡
を

示
さ
な
い
が
、
山
間
部
を
除
く
各
郡
に
平
均
的
で
あ
る
か
、
同
じ
く

西
部
地
域
の
各
郡
に
偏
る
可
能
性
が
あ
柄
宇
下
野
国
で
も
偏
り
は
認

め
ら
れ
な
い
。

実
施
さ
れ
た
期
間
の
点
で
は
か
な
り
断
続
的
な
防
入
制
で
、
任
地

史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
）

で
の

「
定
住
」
を
前
提
に
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
現
実
に
は
生

産
年
齢
の
男
子
を
取
ら
れ
、
帰
還
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ

つ
海
ゲ
で
ヽ
行
く
先
が
東
北
で
あ
れ
、
西
国
で
あ
れ
、
負
担
を

強
い
ら
れ
た
側
か
ら
見
れ
ば
た
い
し
た
差
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ

が
、
各
地
域
内
部
で
分
担
的
に
分
散
し
て
い
れ
ば
ま
だ
良
い
が
、
そ

う
し
た
配
慮
が
欠
け
て
い
れ
ば
、
負
担
の
重
複
し
た
地
域
の
荒
廃
の

速
度
は
倍
加
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
東
国
地
域
で
は
通
常
負
担
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
租
税
に
関
す
る
負
担
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
期
と
階
層

と
に
変
化
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
人
的
諸
負
担
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
負
担
は
、
全
域
に
亘
っ
て
平
均
的
に
行
わ
れ
た
訳
で
は

な
く
、
特
定
小
地
域
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
特
定
地
域
の
矛
盾
を
深
刻
化
さ
せ
、
そ
の
地
域
内

部
で
の
律
令
制
に
逆
行
す
る
動
き
を
胎
歴
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
ろ

う
。
そ
う
し
た
地
域
が
、
各
国
で
国
府
周
辺
を
主
体
と
し
て
い
た
場

合
が
む
し
ろ
多
い
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、
ほ
か
な
ら
ぬ
地
域
支
配
の

拠
点
が
、
先
ず
そ
の
現
実
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
事

に
注
意
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
明
ら
か
に
出
来
た
こ
と
を
整
理
し
、
残
さ
れ
た
課
題
を
明

ィとと

第 1図 「東国防人歌Jの 防人

(『日本歴史地図』原始 ・古代編下,柏 書房1982に加筆転載)
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示
す
る
事
で
結
び
に
代
え
た
い
。

律
令
国
家
の
地
域
編
成
政
策
に
よ
る
、
東
国
地
域
か
ら
東
北
地
域

へ
の
移
民
は
、
結
果
か
ら
見
る
な
ら
ば
東
北
地
域
の
不
安
定
性
を
増

幅
さ
せ
、　
一
方
で
東
国
地
域
そ
の
も
の
の
基
礎
構
造
を

一
変
さ
せ
た
。

具
体
的
に
は
、
中
級
以
上
の
農
民
を

「
移
動
」
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、

下
級
農
民
の
位
置
が
上
昇
す
る
場
合
も
稀
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

主
と
し
て
残
さ
れ
た
有
力
農
民
へ
の
土
地
や
生
産
手
段
の
集
中
化
が
、

譲
内
地
域
な
ど
よ
り
も
加
凍
度

的
に
進
行
し
、
そ
の
経
営
基
盤
が
施

弱
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
東
北
地
域
で
も
同
様
で
、

良
好
な
耕
地
に
は
農
民
が
集
革

し
、
分
割
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
巡

っ
て
の
争
い
も
頻
発

し
た
と
想
像
さ
れ
る
。

「
得
因
」
の

反
乱
の
よ
う
な
も
の
も
、
当
初
的
に
は
そ
の
よ
う
な
形
態
の
も
の
で

あ

っ
た
ろ
う
。
農
業
経
営
の
規
模
も
以
前
よ
り
む
し
ろ
零
細
化
し
、

局
地
的
に
は
か
な
り
不
安
定
な
も
の
に
な

っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ

とつ
。特

定
地
域
へ
の
偏
り
は
、
例
え
ば
国
府
所
在
郡
な
ど
の
場
合
、
そ

こ
が

一
貫
し
て
安
定
的
で
あ
る
た
め
に
そ
の
よ
う
な
措
置
が
採
ら
れ

た
の
で
あ
れ
ば
、
①
そ
れ
以
外
の
郡
の
支
配
は
当
初
か
ら
不
安
定
で

ぁ

っ
た
、
②
安
定
的
な
地
域
の
安
定
が
失
わ
れ
た
、
と
い
う
よ
う
な

差
異
が
あ

っ
た
告
で
、
地
域
毎
に
検
討
を
深
め
る
事
が
必
要
に
な

っ

て
く
る
。

ま
た
、
地
域
の
組
成
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
比
較
的
上
級
の
農
民

が
流
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に
代
わ

っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し

た
の
は
、
残
さ
れ
た
有
力
農
民
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
で
は
中
級
以

対的様晦囃聴ダ聴稜及巾束貯却出藤韓勢殻政軒理貯焼惨晦

ぼ
！な
ら
な
い
。

少
な
く
と
も
、
東
北
地
域
の
動
き
と
東
国
地
域
の
動
向
と
は
、
決

し
て
無
関
係
で
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、
相
互
に
起
こ
る
べ
く
し
て
起

こ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
遠
因
は
ほ
か
な
ら
ぬ
当
初
の
律
令
国

家
あ

（現
実
と
乖
離
し
た
理
念
的
な
）
政
策
に
あ

っ
た
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
国
司
の
支
配
も
本
来
の
も
の
か
ら

見
れ
ば
全
く
形
骸
化
し
、
律
令
制
の
変
容
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ

た
。
律
令
制
の
自
己
修
復
力
の
欠
如
の
な
か
に
も
そ
の
一
因
が
あ

っ

れ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
に
制
度
的
な
問
題
に

つ
い
て
の
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

相
互
に
著
し
く
欠
落
す
る
資
料
を
、
少
な
か
ら
ず
時
期
の
前
後
す

る
史
料
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
い
う
不
本
意
な
方
法
に
よ
っ

て
叙
述
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
同
時
代

的
な
出
土
文
字
資
料
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
よ
り
綿
密
な
叙
述
を

展
開
す
る
こ
と
が
可
能
な
時
期
が
追
い
追
い
来
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

例
え
ば
、
最
近
東
北
地
方
各
地
で
調
査
さ
れ
て
い
る
遺
跡
出
上
の

文
字
資
料
の
ほ
か
、
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
勅
旨
に
所
在
す
る
玉
桂

寺
の
阿
弥
陀
如
来
像
胎
内
か
ら
発
見
さ
れ
た

「
エ
ソ
」
の
交
名
な
ど
、

無
視
出
来
な
い
内
容
の
資
料
群
の
登
場
に
よ

っ
て
、
東
北
地
方
の
歴

史
は
新
地
平
を
開
か
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
国
地
域
の
歴

史
像
は
、
む
し
ろ
古
代
史
と
中
世
史
と
の
不
連
続
が
目
立
つ
よ
う
で

工の
る
。

古
代
に
関
す
る
限
り
、
東
北

地
域
に
関
す
る
研
究
は
、
東
国
地
域

に
関
す
る
研
究
よ
り
も
質
量
と
も
に
優

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
こ
と
が
、
本
稿
執
筆
の
契
機
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
総
て
を
知
悉
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
に
、
不
安
を
感
ぜ
ざ
る

を
得
な
い
。
古
代
東
国
地
域
の
歴
史
像
の
再
構
成
に
向
け
て
の
第

一

歩
と
い
う
こ
と
で
ご
海
容
頂
一け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、　
一
部
の

資
料
収
集
に
当
た

っ
て
は
、
特
に
立
教
大
学
大
学
院
生
国
中
頑
昭
氏

の
お
手
を
煩
わ
せ
た
。
文
末
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
徴
意
を
表
し
た

い
。

一江

（１
）

例
え
ば
、
宮
城
県
仙
台
市
所
在
の
郡
山
造
跡
に
集
約
さ
れ
て
く
る
よ

う
な
動
き
は
、
本
来
東
北
地
域
が
律
令
国
家
の
粋
外
に
在
っ
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
理
解
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
石
母
田
正
「大
化
の
改
新
の
史
的
意
義
」
翁
日
本
の
古
代
国
家
』

岩
波
書
店
、　
一
九
七
一
年
）
な
ど
。

（２
）

今
泉
隆
雄
「
八
世
紀
前
半
以
前
の
陸
奥
国
と
坂
東
」
翁
地
方
史
研
究
』

第
二
九
巻
五
号
、　
一
九
八
九
年
）
参
照
。

史
苑

（第
五
〇
巻
第
二
号
）

（
３
）

拙
稿

「
日
本
古
代
の
『
移
動
』
と

『
定
住
登

（『
歴
史
学
研
究
』
五
八

一
号
、　
一
九
八
八
年
）

（
４
）

奉
田
隆
義

「
坂
東
か
ら
関
東

へ
」
翁
古
代
の
地
方
史
』
五
坂
東
編
所

収
、
朝
倉
書
店
、　
一
九
七
七
年
）
。

（
５
）

林
陸
朗

「
蝦
夷
対
策
と
東
国
」
翁
古
代
の
地
方
史
』
五
坂
東
編
所
収
、

朝
倉
書
店
、　
一
九
七
七
）
年
。　
ま
た
、　
最
近
で
は
関
幸
彦

「安
倍
猿
島

巨
と
そ
の
周
辺
」
翁
日
本
歴
史
』
四
六
六
号
、　
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。

（
６
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
前
掲
注

（
５
）
林
論
文
、
小
山
靖
憲

「古
代
末
期
の
東
国
と
西
国
」
（新
版
岩
波
講
座

『
日
本
歴
史
』
四
所
収
、

一
九
七
六
年
）
な
ど
参
照
。

12

虎
尾
俊
哉

「律
令
国
家
の
奥
羽
経
営
」
翁
古
代
の
地
方
史
』
六
奥
羽

編
所
収
、
朝
倉
書
店
、　
一
九
七
八
年
）
が
委
出
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
注

（
２
）
今
泉
論
文
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

古
窯
跡
研
究
会
に
よ
る

一
連
の
成
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

「各
地
域
に
お
け
る
最
後
の
前
方
後
円
墳
―
東
日
本
Ⅱ
岩
手
県

（草

間
俊

一
執
筆
ご

（『古
代
学
研
究
』

一
〇
六
号
、　
一
九
八
四
年
）
。

高
野
芳
宏

・
進
藤
秋
輝

・
熊
谷
公
男

・
渡
辺
伸
行

「多
賀
城
出
上
の

文
字
瓦

（
そ
の
一
ご

（東
北
歴
史
資
料
館

『
研
究
紀
要
』
亜
、　
一
九
七

六
年
）
。
但
し
、
平
川
南

「
文
字
瓦
」
令
多
賀
城
市
史
』
第
五
巻
所
収
、

一
九
八
六
年
）
な
ど
で
は
、
明
言
を
避
け
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
篠
川
賢

『
国
造
制
の
成
立
と
展
開
』
金
田川
弘
文
館
、
一
九
八

五
年
）
な
ど
。

（
・３
）

例
え
ば
平
川
南

「律
令
制
下
の
多
賀
城
」
令
多
賀
域
跡
―
政
庁
跡

・

本
文
編
』
所
収
、　
一
九
八
二
年
）
な
ど
。

（
・４
）

抽
稿

「大
宝
令
制
定
前
後
の
地
域
編
成
政
策
」
翁
地
方
史
研
究
』
三

六
巻
三
号
、　
一
九
八
六
年
）
。
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律
令
国
家
の
東
北
政
策
と
東
国

（関
日
）

（
・５
）

平
川
高

「停
囚
と
夷
得
」
全
同
木
和
夫
先
生
遺
暦
記
念
会

『
日
本
古

代
の
政
治
と
文
化
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
七
年
）
の
整
理
が

網
羅
的
で
あ
る
。

（
・６
）

高
橋
富
雄

『
蝦
夷
』
全
口川
弘
文
館
、　
一
九
六
三
年
）
。

（
・７
）

例
え
ば
中
村
光

一
「β
因
一料
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
」
令
延
喜
式
研
究
』

創
刊
号
、　
一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
・８
）

拙
稿

「
平
安
中
期
上
野
国
の
一
様
相
」
Ｑ
群
馬

県
史

研
究
』
二
五

号
、　
一
九
八
七
年
）
。

（
・９
）

例
え
ば
前
掲
注

（
１３
）
平
川
論
文
が
網
羅
的
で
あ
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。

（
２０
）

佐
々
木
常
人

「鎮
兵
小
考
」
（東
北
歴
史
資
料
館

『
研
究
紀
要
』
十

一

号
、　
一
九
八
五
年
）
の
整
理
を
参
考
に
し
た
。

（
２．
》

拙
稿

「『
上
毛
野
国
造
』
に
つ
い
て
」
翁
群
馬
県
史
研
究
』
三
十
号
、

一
九
八
九
年
）
。

（
２２
）

防
人
に
関
す
る
理
解
は
、
野
田
嶺
志

『
防
人
と
衛
士
』
（教
育
社
、
一

九
七
七
年
）
に
よ
る
。

（
２３
）

保
立
道
久

「古
代
末
期
の
東
国
と
留
任
貴
族
」
翁
中
世
東
国
史
の
研

究
』
所
収
、
東
大
出
版
会
、　
一
九
八
八
年
）

（
２４
）

そ
の
評
価
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
入
間
田
宣
夫

「中
世

エ
ブ
の

人
名
に
つ
い
て
」
翁
北
か
ら
の
日
本
史
』
所
収
、　
一
九
八
八
年
）
な
ど
、

多
く
の
関
連
論
文
が
あ
る
。

（
一
九
入
八
年
立
教
大
学
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課

程
満
期
退
学
、
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）

i
,
ち
ま
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